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１.家庭での役割分担 

問10 現在、配偶者（事実婚・パートナーを含む）のいる方に伺います。 

あなたのご家庭では、次にあげる家庭での役割を、主にどなたが担っていますか。（それぞれ１つに○） 

家庭での役割分担についてたずねたところ、『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）の割合の

高い項目は、【②掃除、洗濯、食事のしたくなどの家事をする】が77.3％、【④日々の家計の管理をする】

が 63.2％、【⑤育児、子どものしつけをする】56.8％などとなっています。『主に夫』（「主に夫」＋「主

に夫だが妻も分担」）の割合の高い項目は、【①家計を支える（生活費を稼ぐ）】が 74.9％、【⑦自治会・

町内会などの地域活動を行う】が48.0％などとなっています。 

「あなたと配偶者が同程度」（夫と妻が同程度）の割合が高い項目は【⑧子どもの教育方針や進学目標

を決める】が51.0％、【⑨高額の商品や土地・家屋の購入を決める】が48.4％となっています。 
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【①家計を支える（生活費を稼ぐ）】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が3.9％、「夫

と妻が同程度」が 16.9％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が 74.9％となっています。 

性別でみると、『主に夫』は男性で80.0％、女性で69.4％となっています。 

性・年代別でみると、男性は『主にあなた』（「主にあなた」＋「主にあなただが配偶者も分担」）、女性

は『主に配偶者』（「主に配偶者」＋「主に配偶者だがあなたも分担」）の割合がいずれの年代も高くなっ

ています。また、男性の30歳～39歳、女性の18歳～29歳、60歳～69歳で「あなたと配偶者が同程度」

の割合が他の年代に比べて高くなっています。 

経年比較でみると、『主に夫』が７割以上で推移しています。 
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【②掃除、洗濯、食事のしたくなどの家事をする】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）

が77.3％、「夫と妻が同程度」が14.9％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が4.1％とな

っています。 

性別でみると、『主に妻』は男性で71.8％、女性で83.4％となっています。 

性・年代別でみると、男性は『主に配偶者』（「主に配偶者」＋「主に配偶者だがあなたも分担」）、女性

は『主にあなた』（「主にあなた」＋「主にあなただが配偶者も分担」）の割合がいずれの年代も高くなっ

ています。また、男性の40歳～49歳、女性の18歳～29歳、30歳～39歳で「あなたと配偶者が同程度」

の割合が他の年代に比べて高くなっています。 

経年比較でみると、『主に妻』が減少傾向で、今年度調査の割合が過去最低となっています。また、「夫

と妻が同程度」が増加傾向で、今年度調査の割合が過去最高となっています。 
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【③ゴミ出しなどの簡単な家事をする】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が42.6％、

「夫と妻が同程度」が16.9％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が35.7％となっていま

す。 

性別でみると、男性は『主に夫』が45.9％、『主に妻』は33.7％、女性は『主に夫』が24.7％、『主に

妻』は52.4％となっています。 

性・年代別でみると、男性は50歳～59歳で『主に配偶者』（「主に配偶者」＋「主に配偶者だがあなた

も分担」）の割合が他の年代に比べて高くなっています。また、女性は60歳～69歳、70歳以上で『主に

あなた』（「主にあなた」＋「主にあなただが配偶者も分担」）の割合が他の年代に比べて高くなっていま

す。 

経年比較でみると、『主に妻』が減少傾向で、今年度調査の割合が過去最低となっています。また、『主

に夫』、「夫と妻が同程度」が増加傾向で、今年度調査の割合が過去最高となっています。 
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【④日々の家計の管理をする】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が 63.2％、「夫と

妻が同程度」が14.1％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が18.6％となっています。 

性別でみると、『主に妻』は男性で60.4％、女性で66.3％となっています。 

性・年代別でみると、男性は 50 歳～59 歳、60 歳～69 歳で『主に配偶者』（「主に配偶者」＋「主に配

偶者だがあなたも分担」）の割合が他の年代に比べて高くなっています。また、女性は60歳～69歳で『主

にあなた』（「主にあなた」＋「主にあなただが配偶者も分担」）の割合が他の年代に比べて高くなってい

ます。 

経年比較でみると、今年度調査で『主に妻』の割合が過去最低、『主に夫』、「夫と妻が同程度」の割合

が過去最高となっています。 
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【⑤育児、子どものしつけをする】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が56.8％、「夫

と妻が同程度」が30.4％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が3.1％となっています。 

性別でみると、『主に妻』は男性で50.5％、女性で63.2％、「夫と妻が同程度」は男性で33.2％、女性

で27.6％となっています。 

性・年代別でみると、男性は30歳～39歳、女性は50歳～59歳で「あなたと配偶者が同程度」の割合

が他の年代に比べて高くなっています。 

経年比較でみると、前回調査から大きな変化はありません。 
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【⑥親の世話（介護）をする】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が 40.1％、「夫と

妻が同程度」が26.1％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が10.5％となっています。 

性別でみると、『主に妻』は男性で32.0％、女性で48.5％、「夫と妻が同程度」は男性で29.3％、女性

で22.9％となっています。 

性・年代別でみると、男性の40歳～49歳で「あなたと配偶者が同程度」の割合が他の年代に比べて高

くなっています。また、女性の60歳～69歳、70歳以上で『主にあなた』（「主にあなた」＋「主にあなた

だが配偶者も分担」）の割合が他の年代に比べて高くなっています。 

経年比較でみると、『主に妻』が減少傾向で、今年度調査の割合が過去最低となっています。 
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【⑦自治会・町内会などの地域活動を行う】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が22.3％、

「夫と妻が同程度」が18.0％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が48.0％となっていま

す。 

性別でみると、『主に夫』は男性で57.6％、女性で37.4％となっています。 

性・年代別でみると、男性の40歳～49歳で『主にあなた』（「主にあなた」＋「主にあなただが配偶者

も分担」）の割合が他の年代に比べて高くなっています。また、女性の60歳～69歳で『主に配偶者』（「主

に配偶者」＋「主に配偶者だがあなたも分担」）の割合が他の年代に比べて高くなっています。 

経年比較でみると、『主に夫』が４割以上で推移しています。 
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【⑧子どもの教育方針や進学目標を決める】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が30.6％、

「夫と妻が同程度」が51.0％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が6.4％となっています。 

性別でみると、「夫と妻が同程度」は男性で56.2％、女性で45.5％となっています。 

性・年代別でみると、男性の 30 歳～39 歳と 50 歳～59 歳、女性の 18 歳～29 歳で「あなたと配偶者が

同程度」の割合が他の年代に比べて高くなっています。また、女性の40歳～49歳で『主にあなた』（「主

にあなた」＋「主にあなただが配偶者も分担」）の割合が他の年代に比べて高くなっています。 

経年比較でみると、今年度調査で『主に夫』の割合が過去最低となっています。 
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【⑨高額の商品や土地・家屋の購入を決める】は『主に妻』（「主に妻」＋「主に妻だが夫も分担」）が

7.7％、「夫と妻が同程度」が48.4％、『主に夫』（「主に夫」＋「主に夫だが妻も分担」）が36.7％となっ

ています。 

性別でみると、「夫と妻が同程度」は男性で52.2％、女性で44.3％となっています。 

性・年代別でみると、男性は 60 歳～69 歳と 70 歳以上、女性は 70 歳以上で「あなたと配偶者が同程

度」の割合が他の年代に比べて低くなっています。また、男性の60歳～69歳で『主にあなた』（「主にあ

なた」＋「主にあなただが配偶者も分担」）、女性の70歳以上で『主に配偶者』の割合が他の年代に比べ

て高くなっています。 

経年比較でみると、前回調査から大きな変化はありません。 
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各家庭での役割について特徴的な傾向を下表にまとめました。 
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２.家事にかける時間・分担 

問 11 あなたと配偶者（事実婚・パートナーを含む）の家事について伺います。あなたと配偶者は、

それぞれ１日の中で、家事を何時間ぐらいしていますか。平日と休日に分けてお答えください。 

 

 

回答者が家事にかける時間は、男性の場合、平日は「１分～２時間」が 76.2％、休日も同様に「１分

～２時間」が74.4％と最も高く、女性の場合、平日は「２時間超～４時間」が46.2％、休日も同様に「２

時間超～４時間」が45.3％と最も高くなっています。 

男性の１日あたりの家事平均時間は、平日1.39 時間、休日1.61 時間となっています。また、女性の１

日あたりの家事平均時間は、平日4.60 時間、休日4.42 時間となっており、女性の家事平均時間は、男性

の家事平均時間の３倍程度となっています。 

性・年代別でみると、男性の場合、平日、休日ともにすべての年代で「１分～２時間」が最も高くなっ

ています。また、18 歳～29 歳、30～39 歳で休日の家事平均時間が２時間を超えています。女性の場合、

平日では 60 歳～69 歳で「４時間超～６時間」、その他の年代で「２時間超～４時間」が最も高く、休日

ではすべての年代で「２時間超～４時間」（30歳～39歳では「１分～２時間」と同率）が最も高くなって

います。 

経年比較でみると、男性で平日、休日ともに「１分～２時間」がやや減少し、「２時間超～４時間」が

やや増加しています。 
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配偶者が家事にかける時間は、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、平日は「２時間超～４時間」

が 39.3％、休日は「１分～２時間」が 38.2％と最も高く、回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合、

平日は「１分～２時間」が 79.4％、休日も同様に「１分～２時間」が 69.6％と最も高くなっています。 

配偶者の１日あたりの家事平均時間は、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、平日 3.58 時間、

休日3.40 時間となっています。また、回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合、平日0.87 時間、休日

1.30時間となっています。平日の配偶者の家事平均時間は、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、

回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合の４倍程度となっています。休日の配偶者の家事平均時間は、

回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合の2.5倍程度とな

っています。 

性・年代別でみると、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、平日は40歳～49歳で「４時間超～

６時間」の割合が他の年代より高くなっています。休日は 18 歳～29 歳、30 歳～39 歳、50 歳～59 歳で

「４時間超～６時間」の割合が他の年代より高くなっています。回答者が女性（配偶者は主に男性）の場

合、平日、休日ともにすべての年代で「１分～２時間」が最も高くなっています。 

経年比較でみると、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合で、休日の「２時間超～４時間」がやや

減少し、「１分～２時間」がやや増加しています。回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合で、平日の

「０分」がやや減少し、「１分～２時間」がやや増加しています。 
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問 11‐２ 日頃、家事の分担はどのようにしていますか。全体を100％としてお答えください。 

男性は「０～20％」が 51.2％、女性は「81～100％」が46.7％と最も高くなっています。男性は「０～

20％」から「81～100％」まで数値が上がるにつれて割合が低くなっていく傾向があり、女性は「０～20％」

から「81～100％」まで数値が上がるにつれて割合が高くなっていく傾向がみられます。平均割合は男性

が27.10％、女性が79.86％となっています。 

性・年代別でみると、男性は30歳～39歳以上で「０～20％」の割合が最も高くなっています。女性は

30歳～39歳以下で「61～80％」、40歳～49歳以上で「81～100％」の割合が最も高くなっています。 

経年比較でみると、男性で「０～20％」が減少し、「21～40％」、「41～60％」がやや増加しています。 
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３.育児にかける時間・分担 

問 12 あなたと配偶者（事実婚・パートナーを含む）の育児について伺います。育児を終えた方は過

去の経験で結構です。 

あなたと配偶者は、それぞれ１日の中で、育児を何時間ぐらいしていますか。平日と休日に分けてお答

えください。 

 

 

回答者が育児にかける時間は、男性の場合、平日は「１分～２時間」が 76.5％、休日も同様に「１分

～２時間」が47.4％と最も高く、女性の場合、平日は「２時間超～４時間」が24.0％、休日は「10時間

超」が32.2％と最も高くなっています。 

男性の１日あたりの育児平均時間は、平日1.22 時間、休日3.12 時間となっています。また、女性の１

日あたりの育児平均時間は、平日7.31 時間、休日8.98 時間となっています。女性の育児平均時間は、平

日で男性の６倍程度、休日で男性の３倍程度となっています。 

性・年代別でみると、男性の場合、平日はすべての年代で「１分～２時間」が最も高くなっています。

女性の場合、休日ではすべての年代で「10 時間超」（60 歳～69 歳では「６時間超～８時間」と同率）が

最も高くなっています。 

経年比較でみると、女性で平日、休日ともに「４時間超～６時間」がやや減少しています。 
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配偶者が育児にかける時間は、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、平日は「２時間超～４時間」

が32.0％、休日も同様に「２時間超～４時間」が26.2％と最も高く、回答者が女性（配偶者は主に男性）

の場合、平日は「１分～２時間」が67.6％、休日も同様に「１分～２時間」が47.2％と最も高くなって

います。 

配偶者の１日あたりの育児平均時間は、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、平日 5.67 時間、

休日5.82 時間となっています。また、回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合、平日1.35 時間、休日

3.48時間となっています。平日の配偶者の育児平均時間は、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、

回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合の４倍程度となっています。休日の配偶者の育児平均時間は、

回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合、回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合の1.7倍程度とな

っています。 

性・年代別でみると、回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合、平日、休日ともに40歳～49歳以上

で「１分～２時間」の割合が最も高くなっています。 

経年比較でみると、回答者が男性（配偶者は主に女性）の場合で、休日の「２時間超～４時間」がやや

減少し、「１分～２時間」がやや増加しています。回答者が女性（配偶者は主に男性）の場合で、休日の

「２時間超～４時間」がやや減少し、「１分～２時間」がやや増加しています。 
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問 12‐２ 日頃、育児の分担はどのようにしていますか。全体を100％としてお答えください。 

男性は「０～20％」が 55.6％、女性は「81～100％」が44.6％と最も高くなっています。男性は「０～

20％」から「81～100％」まで数値が上がるにつれて割合が低くなっていく傾向があり、女性は「61～80％」

と「81～100％」で８割以上となっています。平均割合は男性が 23.18％、女性が 80.95％となっていま

す。 

性・年代別でみると、男性は40歳～49歳以上で「０～20％」の割合が最も高くなっています。女性は

「61～80％」もしくは「81～100％」の割合が最も高くなっています。 

経年比較でみると、女性で「41～60％」がやや増加しています。 
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４.子育てしやすい環境づくりに必要な行政の取組 

問13 子どもを育てやすい環境づくりをするには、行政としてどのような取組が必要だと思いますか。

（３つまでに○） 

子どもを育てやすい環境づくりをするには、行政としてどのような取組が必要だと思うかについては

「保育料・教育費など経済的負担の軽減」が57.1％と最も高く、次に「扶養手当、児童手当などの拡充」

が38.9％、「延長保育、乳児保育、病後児保育など多様な保育の充実」が31.7％となっています。 

性別でみると、男性が女性より高い割合となっている項目は「扶養手当、児童手当などの拡充」（11.6

ポイント差）、「保育料・教育費など経済的負担の軽減」（6.8 ポイント差）などとなっています。女性が

男性より高い割合となっている項目は「親の急病などの際の臨時的な保育サービスの普及」（5.8 ポイン

ト差）などとなっています。 

女性の子育て世代・職業の有無別でみると、上位３項目は【全体・性別】と同じになっています。 

経年比較でみると、「親の急病などの際の臨時的な保育サービスの普及」、「保育料・教育費など経済的

負担の軽減」などが前回調査よりやや高くなっています。 
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５.男性が家事・育児を行うことに対するイメージ 

問14 男性が家事・育児を行うことについて、どのようなイメージをお持ちですか。（あてはまるもの

全てに○） 

男性が家事・育児を行うことについて、どのようなイメージを持っているかについては「子どもにいい

影響を与える」が 65.0％と最も高く、次に「男性も家事・育児を行うことは、当然である」が 64.2％、

「男性自身も充実感が得られる」が34.2％となっています。 

性別でみると、男性が女性より高い割合となっている項目は「仕事と両立させることは、現実として難

しい」（8.7ポイント差）、「家事・育児は女性の方が向いている」（8.5ポイント差）、女性が男性より高い

割合となっている項目は「子どもにいい影響を与える」（13.0 ポイント差）、「家事・育児を行う男性は、

時間の使い方が効率的で、仕事もできる」（7.3ポイント差）などで、男女間で差がみられます。 

経年比較でみると、「男性も家事・育児を行うことは、当然である」が前回調査よりやや高く、「家事・

育児を行う男性は、時間の使い方が効率的で、仕事もできる」が前回調査よりやや低くなっています。 
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６.男性の育児休業や介護休業の取得について 

問 15 育児や介護を行うために、育児休業や介護休業を取得できる制度があります。この制度を活用

して男性が育児休業や介護休業を取ることについて、あなたはどう考えますか。（それぞれ１つに○） 

制度を活用して男性が育児休業や介護休業を取ることについては、【①育児休業】では「積極的に取っ

たほうがよい」が56.7％、「どちらかといえば取ったほうがよい」が30.7％、「どちらかといえば取らな

いほうがよい」が2.9％、「取らないほうがよい」が1.1％、「わからない」が5.7％となっています。「積

極的に取ったほうがよい」と「どちらかといえば取ったほうがよい」を合わせた『取ったほうがよい』が

87.4％、「どちらかといえば取らないほうがよい」と「取らないほうがよい」を合わせた『取らないほう

がよい』が4.0％となっています。 

【②介護休業】では「積極的に取ったほうがよい」が 56.7％、「どちらかといえば取ったほうがよい」

が 32.0％、「どちらかといえば取らないほうがよい」が 1.5％、「取らないほうがよい」が 0.8％、「わか

らない」が 5.9％となっています。「積極的に取ったほうがよい」と「どちらかといえば取ったほうがよ

い」を合わせた『取ったほうがよい』が88.7％、「どちらかといえば取らないほうがよい」と「取らない

ほうがよい」を合わせた『取らないほうがよい』が2.3％となっています。 
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【①育児休業】は、性別でみると、男性、女性ともに『取ったほうがよい』（「積極的に取ったほうがよ

い」＋「どちらかといえば取ったほうがよい」）が８割以上となっていますが、「積極的に取ったほうがよ

い」で男性は51.5％、女性は61.9％（10.4 ポイント差）、「どちらかといえば取ったほうがよい」で男性

は35.5％、女性は26.0％（9.5ポイント差）となっており、男女間で差がみられます。 

経年比較でみると、今年度調査で「積極的に取ったほうがよい」の割合が過去最高で５割を超え、『取

ったほうがよい』が増加傾向で推移しています。 
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【②介護休業】は、性別でみると、男性、女性ともに『取ったほうがよい』（「積極的に取ったほうがよ

い」＋「どちらかといえば取ったほうがよい」）が８割以上となっていますが、「積極的に取ったほうがよ

い」で男性は50.9％、女性は62.4％（11.5 ポイント差）、「どちらかといえば取ったほうがよい」で男性

は36.9％、女性は27.1％（9.8ポイント差）となっており、男女間で差がみられます。 

経年比較でみると、今年度調査で「積極的に取ったほうがよい」の割合が過去最高となっており、『取

ったほうがよい』が増加傾向で推移しています。 
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